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総
会
は
定
刻
の
13
時
30
分
に
始
ま
り
、

執
行
部
を
代
表
し
て
大
波
委
員
長
が「
戦

争
法
が
今
年
３
月
施
行
さ
れ
、
私
た
ち

基
地
周
辺
住
民
の
危
険
と
爆
音
被
害
が

増
し
て
い
る
。
市
民
の
命
や
生
活
よ
り

も
基
地
の
運
用
が
優
先
し
て
い
る
が
、

私
た
ち
は
こ
れ
以
上
米
軍
の
勝
手
な
行

動
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
厚
木
爆

同
は
全
国
の
仲
間
と
連
帯
し
て
憲
法
改

悪
と
基
地
強
化
に
反
対
し
、
平
和
で
静

か
な
空
を
取
り
戻
そ
う
。」
と
挨
拶
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
神
奈
川

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
福
田
代
表
、
原

子
力
空
母
の
母
港
化
に
反
対
し
基
地
撤

去
を
め
ざ
す
県
央
共
闘
会
議
・
国
兼
共

同
代
表
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
原
告

団
・
金
子
団
長
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴

訟
弁
護
団
・
中
野
団
長
、
社
民
党
神
奈

川
県
連
合
・
高
橋
副
代
表
、
参
議
院
議

院
　
福
島
み
ず
ほ
氏
秘
書
・
池
田
幸
代

氏
よ
り
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
祝
電
披
露
に
続
い
て
、
総
会
議
長
の

指
名
が
あ
り
、
福
田
代
議
員
（
相
模
原

支
部
）
を
全
体
の
拍
手
で
決
定
。
ま
た

総
会
執
行
委
員
、
総
会
書
記
な
ど
総
会

役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
総
会
執
行
委
員
よ
り
「
総
会
代

議
員
定
数
68
名
の
う
ち
、
出
席
代
議
員

42
名
・
委
任
状
25
名
の
計
67
名
は
総
会

構
成
人
員
を
満
た
し
て
い
る
」
と
の
資

格
審
査
報
告
が
あ
り
、
議
長
が
第
56
回

定
期
総
会
の
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

関
連
団
体
と
の
連
帯
強
化
、⑦
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
全
額
助
成
、⑧
地
域
宣
伝

行
動
の
充
実
、
学
習
活
動
・
専
門
部
活

動
強
化
の
取
り
組
み
、
等
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　
活
動
方
針
（
案
）
に
対
す
る
質
疑
討

論
で
は
、
代
議
員
よ
り
「
い
ろ
い
ろ
な

運
動
の
必
要
性
は
わ
か
る
が
、
運
動
の

参
加
に
対
す
る
会
員
の
理
解
と
意
思
統

一
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
質

問
が
出
さ
れ
、
執
行
部
よ
り
「
現
状
の

活
動
に
は
不
十
分
な
点
も
あ
る
が
、
学

習
会
や
支
部
交
流
の
活
性
化
を
通
じ
、

組
織
強
化
と
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
」
と
の
答
弁
を
受
け
、
満
場
の
拍
手

で
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
第
四
号
議
案
「
２
０
１
６
年
度

　
議
事
に
入
り
、
第
一
号
議
案
「
２
０

１
５
年
度
活
動
報
告
と
活
動
総
括
」、
第

二
号
議
案
「
２
０
１
５
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
報
告
」「
会
計
監
査
報
告
」

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
第
三
号
議
案
「
２
０
１
６
年
度

活
動
方
針
（
案
）」
の
提
案
。「
活
動
の

基
調
」
と
し
て
、①
憲
法
改
悪
を
許
さ

ず
、
反
基
地
・
平
和
運
動
の
強
化
、②

爆
音
を
無
く
し
基
地
撤
去
を
め
ざ
す
運

動
の
強
化
、③
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟

勝
利
、④
組
織
整
備
と
会
員
の
連
帯
強

化
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
具
体
的
活
動
」
と
し
て
、①

航
空
機
の
墜
落
防
止
・
航
空
機
部
品
落

下
物
に
対
す
る
取
り
組
み
、②
オ
ス
プ

レ
イ
飛
来
阻
止
の
取
り
組
み
、③
航
空

機
爆
音
の
解
消
と
基
地
機
能
縮
小
の
取

り
組
み
、④
自
治
体
と
の
連
携
、⑤
厚
木

基
地
爆
音
訴
訟
へ
の
支
援
、⑥
県
下
の

一
般
会
計
予
算
（
案
）」
が
提
案
さ
れ

承
認
。
第
五
号
議
案
「
役
員
の
補
充
」

に
つ
い
て
、
副
委
員
長
・
石
郷
岡
忠
男

氏
（
綾
瀬
支
部
）、
書
記
次
長
・
森
謙

治
氏
（
大
和
中
支
部
）、
一
般
会
計
・

小
野
清
輝
氏
（
大
和
北
２
支
部
）、
特

別
執
行
委
員
・
金
子
豊
貴
男
氏
（
相
模

原
支
部
）
の
提
案
が
あ
り
、
全
体
の
拍

手
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
改
憲
を
認
め
ず
、
オ
ス
プ

レ
イ
飛
来
阻
止
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
と
連
帯
し
、
爆

音
の
な
い
静
か
な
空
を
取
り
も
ど
す
た

め
、
団
結
し
て
闘
う
」
と
の
総
会
宣
言

を
決
議
し
、
大
波
委
員
長
の
音
頭
で
力

強
く
”団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
“
を
三
唱
し

て
、
総
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

参 議 院 選 挙
爆同推薦候補
参 議 院 選 挙
爆同推薦候補

７月10日投票予定の参議院選挙について、厚
木爆同は反基地平和運動を更に推進するため、
全国比例区予定候補の福島みずほ氏、神奈川選
挙区予定候補の森ひでお氏の推薦を執行委員会
で決定しました。爆同会員の皆様のご支援をお
願いします。

　
多
く
の
市
民
の
反
対
の
声
を
無
視
し

て
、
安
全
保
障
関
連
法
案
が
強
行
採
決

さ
れ
、
安
保
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、安
保
法
の
成
立
・

施
行
に
よ
り
、み
ず
か
ら
の
平
和
的
生
存

権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、あ
る
い

は
外
国
か
ら
の
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
に
よ

り
生
命
・
身
体
な
ど
へ
の
危
険
が
高
ま
っ

て
人
格
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
考
え
る
方

が
多
数
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
こ
の
訴
訟
に
参
加

し
て
法
律
の
違
法
性
を
訴
え
て
行
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
厚
木
爆

同
事
務
所
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
４
６-

２
４
０-

７
４
５
０

　
厚
木
爆
同
第
56
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
７
日
、
大
和
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
一
年
間
の
活
動
報
告

と
総
括
を
承
認
し
、
新
活
動
方
針
を
決
定
。
改
憲
阻
止
と
基
地
強
化

反
対
を
決
議
す
る
と
と
も
に
、
航
空
機
爆
音
の
解
消
と
第
四
次
厚
木

爆
音
訴
訟
の
勝
利
に
む
け
、
ね
ば
り
強
く
闘
う
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。 「

軍
用
機
飛
行
差
止
め
」を
誓
う

「
軍
用
機
飛
行
差
止
め
」を
誓
う

〝
改
憲
阻
止・基
地
強
化
反
対
を
決
議
〞

〝
改
憲
阻
止・基
地
強
化
反
対
を
決
議
〞

―
厚
木
爆
同
第
56
回
定
期
代
議
員
総
会
―

―
厚
木
爆
同
第
56
回
定
期
代
議
員
総
会
―

＝
全
国
の
仲
間
と
連
帯
＝

福
島
み
ず
ほ

全
国
比
例
区

森

　ひ
で
お

神
奈
川
選
挙
区

＝
学
習
と
交
流
の
活
性
化
＝

安
保
法
制
違
憲
訴
訟
の
原
告
に
加
わ
り
ま
せ
ん
か

新活動方針を決定した代議員総会（上）
組織拡大と団結強化を誓う代議員（下）
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仲
間
の
皆
さ
ん
と
、
平
和
行
進
を
30
年
ぶ

り
に
歩
い
て
き
ま
し
た
。
５
月
12
日
県
庁
前

の
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場
で
の
結
団
式
で
は
、

高
良
鉄
美
琉
球
大
法
科
大
学
院
教
授
の
講
演

が
あ
り
、有
名
な
『
沖
縄
を
返
せ
』
の
唄
と
「
平

和
憲
法
の
意
義
」
と
い
う
題
で
し
た
。
13
日

は
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
（
辺
野
古
）
前
出
発
。

沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
議
長
の
山
城
ヒ
ロ

ジ
さ
ん
も
先
頭
で
歩
か
れ
て
い
ま
し
た
。
14

日
は
安
保
の
見
え
る
丘
（
嘉
手
納
基
地
北
側
）

到
着
。
15
日
は
首
里
城
の
近
く
か
ら
県
民
大

会
会
場
ま
で
。
一
番
長
い
日
は
、
17
キ
ロ
を

歩
き
ま
し
た
が
、
足
の
豆
の
心
配
よ
り
も
30

度
の
太
陽
が
厳
し
く
て
初
日
か
ら
、
自
分
の

体
型
も
味
方
（
？
）
し
暑
さ
で
ば
て
ま
し
た
。

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
濃
い
紫
の
花
な
ど
が
美

し
い
時
季
で
し
た
が
、
６
月
の
県
会
議
員
選

挙
に
む
け
た
ノ
ボ
リ
が
各
地
で
は
た
め
い
て

い
ま
し
た
。

　
歩
い
て
み
る
と
改
め
て
「
基
地
の
中
に
街

が
あ
る
道
が
あ
る
」
風
景
で
し
た
。
特
に
14

日
は
米
軍
天
顔
桟
橋
を
出
発
し
、
キ
ャ
ン
プ

コ
ー
ト
ニ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
マ
ト
リ
ク
ス
、
嘉

手
納
基
地
と
つ
づ
き
ま
し
た
が
、
異
様
に
感

じ
た
の
は
そ
の
途
中
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
白

川
分
屯
地
で
し
た
。
フ
ェ
ン
ス
近
く
に
づ
ら

づ
ら
と
戦
車
な
ど
が
、
緑
色
と
い
う
か
カ
ー

キ
色
と
い
う
か
大
き
な
ネ
ッ
ト
で
擬
装
さ
れ

て
並
べ
ら
れ
、「
こ
こ
は
戦
地
で
す
か
？
」

と
疑
問
と
怒
り
が
わ
き
ま
し
た
。
誰
に
対
し

て
擬
装
し
て
い
る
の
か
・・・
本
当
に
戦
闘
モ
ー

ド
で
す
し
、「
自
衛
隊
は
軍
隊
で
す
よ
」
と
必

要
以
上
に
米
軍
と
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿

は
あ
さ
ま
し
く
、「
９
条
な
ん
て
何
だ
！
」
と

い
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
日
米

安
保
に
と
っ
て
の
「
オ
キ
ナ
ワ
」
の
位
置
を

実
感
さ
せ
ら
れ
た
平
和
行
進
で
し
た
。

　『
沖
縄
を
返
せ
』
と
い
う
唄
が
あ
る
が
、
沖

縄
の
土
地
闘
争
、
基
地
の
た
め
の
土
地
取
り
上

げ
に
対
し
て
、
学
生
達
も
た
ち
あ
が
り
大
き

な
う
ね
り
に
、
米
軍
の
圧
力
に
よ
っ
て
退
学
処

分
に
ま
で
な
っ
た
と
い
う
時
代
背
景
が
あ
っ

た
。
１
９
５
６
年
全
司
法
福
岡
支
部
が
作
成
。

司
法
と
は
も
と
も
と
正
義
と
い
う
意
味
。

＊
固
き
土
を
や
ぶ
り
て
・
・
・
も
と
も
と
こ
の

　
５
月
３
日
、
厚
木
基
地
に
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
が
４
機
飛
来
し
ま
し
た
。
空
母
出
港
前
、

大
島
沖
空
域
に
訓
練
に
出
る
た
め
ず
ら
り
と

並
ぶ
艦
載
機
Ｆ
Ａ
18
、Ｅ
Ａ
18
Ｇ
を
待
機
さ
せ

て
の
着
陸
で
し
た
。

　
今
回
の
飛
来
に
特
徴
的
な
こ
と
が
三
つ
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
岩
国
か
ら
で
は
な
く
普
天

間
基
地
か
ら
直
行
し
た
こ
と
。
二
つ
目
は
、

前
述
の
よ
う
に
滑
走
路
が
過
密
に
な
る
時
期

の
厚
木
基
地
を
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
だ
こ
と
。
そ

漢
字
で
は
な
い
。
超
え
「
難
い
」（
か
た
い
）

米
軍
の
統
制
、
こ
れ
を
や
ぶ
る
の
が
「
民
族

の
怒
り
」・
・
・
沖
縄
の
土
地
は
、
南
と
北
で

は
違
う
。
南
部
は
石
灰
岩
、
サ
ン
ゴ
で
、
こ

れ
で
で
き
た
壕
（
ご
う
＝
ガ
マ
）
が
住
民
の

命
も
救
っ
た
。「
民
族
」
は
人
種
で
な
く
「
ピ
ー

プ
ル
」＝
国
民
主
権
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ピ
ー

プ
ル
の
こ
と
だ
・
・
・
。

＊
我
ら
の
も
の
だ
沖
縄
は
・
・
・
１
９
５
１
年

〜
25
年
間「
土
地
を
返
せ
」「
人
権
を
守
れ
」・・・

日
本
政
府
は
「
領
土
」
と
し
て
み
て
い
た
。

復
帰
運
動
は
「
平
和
の
う
ち
に
生
き
る
権
利
」

を
求
め
て
い
た
。
憲
法
に
よ
っ
て
、
恐
怖
と

絶
望
か
ら
ま
ぬ
か
れ
、
平
和
に
生
き
る
権
利

を
求
め
て
き
た
・
・
・
憲
法
の
空
白
が
25
年
間
。

＊
怒
り
に
も
ゆ
る
島
・
・
・
命
の
叫
び
だ
っ
た
。

＊
我
ら
は
叫
ぶ
・
・
沖
縄
を
返
せ
・
・「
平
和

な
沖
縄
に
返
せ
」
平
和
憲
法
の
も
と
に
あ
る

べ
き
姿
。
憲
法
と
人
権
と
歴
史
の
視
点
か
ら

み
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
は
。
沖
縄
の
問
題

が
、
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
な
い
。
安
保
法
制
。

な
ぜ
「
復
帰
後
」
も
平
和
行
進
が
続
い
て
い

る
の
か
。
翁
長
知
事
は
「
復
帰
に
な
っ
て
い

な
い
、
現
状
は
人
権
侵
害
」。
平
和
行
進
は
、

沖
縄
の
未
来
の
た
め
に
。
危
機
感
を
も
っ
て
、

行
進
し
よ
う
。（
12
日
基
調
講
演
の
抜
粋
で
す
。）

し
て
最
後
は
、
５
月
12
日
ま
で
の
滞
在
期
間

の
中
で
、
普
天
間
、
岩
国
、
富
士
に
出
入
り

す
る
機
が
あ
る
と
思
え
ば
ま
っ
た
く
動
か
な

い
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

　
横
田
へ
の
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
で
、

海
兵
隊
と
し
て
は
今
後
厚
木
基
地
の
使
用
頻

度
を
高
め
る
こ
と
を
想
定
し
、
厚
木
で
の
様
々

な
運
用
を
試
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
厚
木
を
選
ん
で
飛
来
す
る
こ

と
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
厚
木
爆
同
・
四
次
訴
訟
団
、
県
央
共
闘
会

議
そ
し
て
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
四
団
体
は
、

連
日
、
北
側
フ
ェ
ン
ス
前
で
監
視
・
抗
議
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
住
民
は
受
け
入
れ
て
い

な
い
と
い
う
意
思
表
示
で
す
。
12
日
に
は
、

富
士
で
体
験
搭
乗
を
実
施
し
た
が
、
応
じ
た

の
は
小
山
町
の
み
で
、
静
岡
・
山
梨
の
知
事

は
じ
め
自
治
体
の
首
長
は
、
ほ
と
ん
ど
が
断
っ

て
い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
危
険
性
を
訴
え
、

飛
行
を
容
認
し
な
い
闘
い
は
広
が
っ
て
い
ま

す
。
諦
め
ず
、
監
視
・
抗
議
の
体
制
を
強
化

し
ま
し
ょ
う
。（
座
間
支
部
・
矢
野
　
亮
）

沖
縄
の
土
は
南
と
北
で
は
ち
が
う…

高
良
教
授
「
復
帰
運
動―

　
　平
和
の
う
ち
に
生
き
る
権
利
」

（新）

（新）

（兼務）

（兼務）

（新）

（新）
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大 波 修 二

高 久 　 　 保

石郷岡　忠男

荻 窪 幸 一

矢 澤 洋 二

小 林 正 幸

森　　謙　治

荻 窪 幸 一

矢 澤 洋 二

斉 藤 昌 民

谷 沢 和 夫

小 野 清 輝

小 野 清 輝

金子 豊貴男

相 澤 義 昭

山 口 繁 美

川 村 政 枝

浜 崎 重 信

真 屋 　 求

新 倉 市 造
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大和北2支部

座間支部

綾瀬支部

大和北1支部

大和南1支部

大和北1支部

大和中支部

大和北1支部

大和南1支部

海老名支部

町田支部

大和北2支部

大和北2支部

大和北2支部

綾瀬支部

大和北1支部

大和中支部

綾瀬支部

厚木爆同本部役員厚木爆同本部役員

高
久

　の
ぞ
み

座
間
支
部

沖
縄
平
和
行
進
報
告

厚
木
の
拠
点
化
狙
う

　オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に
抗
議

着陸するオスプレイと離陸を待つ艦載機

嘉
手
納
基
地―

安
保
の
見
え
る
丘
で
（
５
月
14
日
）


